
（精神保健福祉法逐条解説から）

≪障害年金≫

１級　（国年・厚年） １級 １級 １級
　日常生活の用を
弁ずることを不能な

らしめる程度のもの

２級　（国年・厚年） ２級 ２級 ２級
　日常生活が著しい

制限を受けるか又

は日常生活に著し
い制限を加えること
を必要とする程度
のもの

３級　（厚年） ３級 ３級 ３級
　労働に著しい制限

を受けるか又は労
働に著しい制限を
加えることを必要と
する程度のもの

障害手当金

（厚生の一時金）
　労働の制限を受
けるか又は労働に
制限を加えることを
必要とする程度のも
の
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約1,700万円

現状

通院のみ
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66名 約500名

特別障害者手当準拠

第 １ ２ 号

精 神 障 害 の 適 用 範 囲 に つ い て

資 料 番 号

拡大後の歳出増（扶助費） 0円 約700万円

約230名精神2級福祉医療対象者

所得
制限 特別障害者手当準拠

所得税非課税

特別障害者手当準拠

所得税非課税

特別障害者手当準拠
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